










1.はじめに

現代社会のなかで育ちつつある小児の心身の健康の問題にあって、対人関係、すなわち人

と人とのかかわり方そのものに、何か質的な変容ともいえるものがもたらされつつあり、

そこから幾多の子どもの起こす問題一一反社会的並びに非社会的と目されるものを含む一

一が派生してくるのではないかと思われることは、それらは果して、現代社会という環境

の、どのような養育条件がかかわっているのか、どのような対策が必要とされるのか、等々

の解明をまたれる重要なテーマであろう。

しかも、この問題については、これまでのところ、特殊なある側面(すなわちたとえば、

生育初期の母性奪取(マターナルディプリベーショ)による児の対人行動の発達への重大な

影響など)については別として、その全体を視野のなかにおいて、これらの特殊な側面を

包括するような「かかわりの成立と展開の条件分析と諸型」を見出そうとする試み、又そ

の理論構成の試みもなされていない状況である。そこでわれわれは、この問題を「小児の

心身の健康と養育条件との関係」を分析することの一つの焦点としたいという願いから、

当研究を出発させることにした。

この研究の基底には、厚生省心身障害研究の「家庭保健と小児の成長・発達に関する総合

的研究」(昭和 61 年度～63 年度)の一部「かかわりの発達とその歪みに関する研究」にお

いて試みられた、「かかわりの形成と問題点」(岡宏子担当分)についての、幼少期のかか

わりの基本的体験は、幼児の他の子どもたちとの閥係に、どのようにあらわれ、また関係

しているかの実態把握と分析によって得られた結果からたてられた仮説が存在する。

すなわち、幼児が保育園のなかで示す、他の子どもとのかかわり方の問題視される行動を、

かかわりの無さ、関心の無さ、関係をさける行動、かかわりは有り、関心はあるものの、

かかわり方に問題があるもの一一媒体の種類と使い方、等々のちがいによって分類し、そ

の子どもの家庭における養育条件との関係を分析してみたのであるが、対象となった子ど

もたちを、三年間の追跡を続けてその関連を分析するに充分なデータが得られなかった(対

象児の転園がはげしく、縦続が不能になったものが多数出たことが、主要な理由である)

ため、かかわりの問題形成と養育条件、又、問題と目される行動の型の差との関係につい

て、明確な結論をひき出すことができなかった。とはいえ、これらの研究において、(1)

この問題へのアプローチを、その捉え方を、これらの結果が示唆する視点によって整理し

た上で、分類の仕方や関連を求める操作を変える。(2)そのために、小児の養育相談で得

ている、又現在、指導しつつある「かかわりの形成の歪み」とみられるケースで、ケース

ごとに、臨床指導しつつ把握した、問題の型と養育条件との関連の見通しを導入する。(3)

この相互のケースの比較から今回の方法や対象を工夫する。という、研究の次のステップ

を見通し得たということが出来るので、次に、その方法について述べよう。


